
 

 

 

 

  

卒業する６年生をぜひ工場に招待したいと地元寒川にあるエリエ

ールプロダクト様からお声かけいただき、工場見学に行きました。

給水ポリマーなどの驚きのある実験や説明がよく聞こえるようにと

準備してくださったイヤフォンを付けての見学、クイズ大会など、

とても楽しく学びにあふれた時間となりました。これから毎年、６

年生にお声をかけていただけるそうです。見学させていただいて、

寒川地域の自慢できるところが、また一つ増えました。社員の方の

やりがいを感じる瞬間は、お客さんからの喜びの感想を寄せてもら

うことだそうです。将来につながるキャリア教育となりました。 

 

四国中央警察署から講師をお招きし、薬物乱用防止教室を開催

しました。薬物乱用の恐ろしさや、薬物から身を守るための対処

法などを学びました。喫煙や飲酒、違法薬物が人体に及ぼす影響

など、薬物乱用の恐ろしさが実感できた学習でした。今回の学び

をしっかりと生かし、生涯にわたって自分を大切にし、薬物によ

る被害のない健康な生活を送ってほしいと願っています。 

 

 この活動は、今年で 4 年目となります。子どもたちの防災学習に賛同し

てくださった寒川地区社会福祉協議会様が、災害時に備え非常食を学校に

備蓄し、子どもたちの防災学習にも利用させていただいています。今回は、

赤ちゃん用の水やアレルギー対応食品など、様々な立場の方のことも考え

揃えてくださいました。寄贈してくださった備蓄品は北校舎１階家庭科準

備室に保管しています。ありがとうございました。 

 

 

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館より講師を

お招きし、サタワク主催の被爆体験記朗読会を開

催しました。児童・保護者・地域住民・保護者が

参加して、原爆被害の悲惨さを学び、平和につい

て考えました。参加者全員で朗読したり、感想を

交流したりもしました。14万人もの広島の原爆で命を落とされた方、

被爆してその後の人生が変わってしまった方、お一人お一人に悲しく苦しい物語があったこ

とに改めて思いをはせました。今回の被爆体験記朗読会に参加し、二度と核兵器が使用され

ない世の中にするために、自分に何ができるのか真剣に考えるきっかけとなりました。 

サタワク被爆体験記朗読会 3/1 

薬物乱用防止教室（６年生） 2/25 

寒川地区社会福祉協議会様より災害時の備蓄品をいただきました 

エリエールプロダクトの見学に行きました 2/21 
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